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「小学生のスポーツ活動実態調査」について

スポーツ健康教育課

１ 調査の目的

県内小学生のスポーツ活動の実態を把握し、望ましい小学生のスポーツ活動を実践

するための基礎資料を得ることを目的とする。

２ 調査概要

（１）調査項目

○スポーツクラブの活動状況

○所属している児童の様子

○指導者の状況

○小学校との連携等

（２）調査実施期間 平成２１年１２月２１日 ～ 平成２２年１月２５日

（３）調査対象と回収状況

・予備調査で把握した小学生スポーツクラブの指導者・保護者、スポーツクラブ

に所属している児童がいる小学校を対象に、市町村教育委員会を通じてアンケ

ートによる調査を実施

調 査 対 象 対象数 回答数 回収率

小学生スポーツクラブの指導者 ６０８人 ４８４人 ７９．６％

同 保護者 ６０８人 ５３７人 ８８．３％

在校生がスポーツクラブに所属している小学校 １３６校 １２４校 ９１．２％

（４）調査結果（詳細別紙）

３ 調査結果の概要

（１）スポーツクラブの活動状況について

【平日の活動日数：指導者回答】 【土日の活動日数：指導者回答】

平日に２日活動しているクラブが約５割で最も多く、３日以上も約２割と多い。ま

た、土日両方活動しているクラブが約４割であり、全体的に活動日数が多い。
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（２）所属している児童の様子

【活動の様子：保護者回答】 【活動を始めた学年：保護者回答】

児童の様子は、一生懸命であり、楽しそうであるが、１・２年生から活動を始めて

いる児童が約４６％あり、発達段階に応じた指導が必要である。

（３）指導者の状況

【研修の状況：指導者回答】 【子どもに求めていること：指導者回答】

定期的に研修を受けている指導者が約５７％いるが、一方で、１回受けただけであ

ったり、特に研修していない指導者が約４３％いる。また、青少年の健全育成やス

ポーツの楽しさ、コミュニケーション能力の向上を主眼においた指導をする指導者

が多いが、技術の向上や大会での優勝を目指す指導者も約１割いる。
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（４）小学校との連携 【小学校との連絡会の開催：小学校回答】

連絡会を開催しているクラブと

していないクラブが約半々であ

る。

４ 調査結果の課題と今後の対策

（１）小学校との連絡会が開催されていないスポーツクラブが多く、共通理解を図り活

動が展開されることが必要である。

（２）県スポーツ振興審議会の活動日数等の指針（H１２・３月）より多い活動日数のス

ポーツクラブが多く、体力的に無理のない程度の活動日数等になるよう啓発や周

知を図る必要がある。

【小学生スポーツ活動日数・活動時間の指針】

活動日数：多くても週３～４日

活動時間：平日は２時間を超えない程度、休業日は３時間を超えない程度

（３）小学校１・２年生からスポーツクラブに入っている児童も多く、発達段階に応じ

た指導ができる指導者が必要である。

（４）定期的に資質向上のための研修会に参加していない指導者も多く、指導者を啓発

し研修会への参加を促進することが必要である。

【新規】 小学生スポーツ指導者講習会の開催

内容：青少年育成の理念や運動スポーツに関する基本的な知識、子ども

の発達特性にあった指導方法等

会場：東部・中部・西部の３会場各１回

教育審議会生涯学習分科会での提言の周知・啓発

・調査の結果を審議し、必要な提言等をまとめ、周知・啓発を図る
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「小学生の運動・スポーツに関する意識・実態調査」【 調 査 の 結 果 】

≪ 学 校 用 調 査 の 結 果 ≫

問１ 学校や地域（市町村体育館など）の施設を使って活動している小学生のスポー

ツクラブの数はいくらか

・３～５クラブが全体の約６割（５６．９％）

を占めている。

・１クラブが７小学校（６．０％）、逆に８以上

クラブがある小学校が９小学校（７．８％）

あった。

問２ 小学校の何年生から活動しているか

・１年生から活動しているスポーツクラブが

（５１．７％）と、全体の半数を超えている。

・低学年から活動している。

問３ 学校とスポーツクラブとの連絡会を開催しているか

① 開催回数は

・開催している、していない学校の数は、ともに４９．２％で半数であった。

・連絡会の開催回数は、年３回以上が（１６．７％）、年２回が（３５．７％）、年１回が

（４０．５％）であった。

② 構成は
・学校によって構成メンバーは異なるが「校長、教頭、各クラブ指導者、保護者代表」の形

態が多い。中には「PTA会長（副会長・理事・幹部・庶務・会計）、体育主任、地域の体育
部の方、地区公民館長（主事）」がメンバーに入っている学校もあった。
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③「開催していない」と回答の学校。連絡会は必要だと思いますか

・「必要と思わない」が、６割を超えている。

（６４．０％）

④ ③の理由は

＜ 思 う ＞
・情報交換しておくことも大事

・情報交換して共通理解を図る必要がある。

・指導者、保護者啓発の視点からも開催が必要である。

＜ 思 わ な い ＞
・活動状況や施設使用状況に大きな問題がないから。

・何かあれば、各部の指導者なり保護者と話す機会があるから。

問４ 平日に学校の施設を使って活動しているスポーツクラブの活動時間を把握して

いるか
・８割（７７．５％）に近い学校が活動時間帯を

把握しており、２割（２０．８％）が概ね把

握している。

問５ スポーツクラブに入ることによって身に付いたり、成長したりなどの変化が見

られたか

・挨拶や礼儀面で育っている。体力が向上している。交友関係（異学年交流）が広がってい

る。専門的な技能を修得することが出来ている。積極性が見られるよになった等。

・学校生活では自信の得られない子どもがスポーツクラブでは生き生きと活動し仲間や指導者

に認められて自信をつけている。

問６ 児童のスポーツクラブの活動によって、学校教育や学習活動に悪い影響や児童の

生活において変化があればお書きください

・低学年には活動がハードで疲れている。夜の遅い時間までの練習や土日の試合で体調をくず

したり、疲れたり、学校を休む児童がいる。人間関係の悪化が、学校生活の中へ持ち込まれ

ている。家庭学習をする時間がない。生活リズムに悪影響が出ている等。

・大きな大会に向けてのケガ防止のため、学校の学習での運動制限を言われることがある。
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問７ スポーツクラブの活動によって学校に不都合（学校行事を休む、参加しなかっ

たなど）が生じたことはないか
・「不都合があった」が３５．８％と高い割合であった。

≪ 指 導 者 用 調 査 の 結 果 ≫

問１ 主な活動場所はどこですか

・約８割（８３．５％）が、学校施設を使ってい

る。

問２ １週間の活動日数は（土日を除く）はどれくらいですか

・２日が約５割（４９．８％）、１日が（２３．

０％）、３日が（１６．２％）、５日と毎日活

動しているクラブが４クラブ（０．８％）、

４日とほぼ毎日活動しているクラブが、１８ク

ラブ（３．８％）あった。

問３ 土日の活動日はどのくらいですか
・土曜だけが１７２クラブ（３６．８％）、日曜だ

けが４２クラブ（８．９％）、両方実施が１８２

クラブ（３８．９％）あった。
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問４ 平日の活動時間はどれくらいですか

・１～２時間が２４１クラブ（５３．１％）、２

～３時間が２０１クラブ(４４．０％)、１時

間以内が９クラブ（２．０％）、３時間以上が

４クラブ（０．９％）あった。

問５ 平日の活動時間は概ね何時から何時ですか
クラブ数

活 動 開 始 時 刻

活動時間 ～ 15:59 16:00～ 16:59 17:00～ 17:59 18:00～ 18:59 19:00～
２時間未満 １１(2.5%) ３９(8.9%) １０４(23.7%) ７１(16.2%) １５(3.4%)
２時間以上 ７８(17.8%) ９５(21.7%) ２５(5.7%)

問６ 土曜・日曜・祭日の活動時間はどれくらいですか

・２～３時間が２１２クラブ（４７．６％）、３～４

時間が１１９クラブ(２６．７％）、１～ ２時間

が６８クラブ（１５．３％）、４時間以上が４０ク

ラブ（９．０％）あった。

問７ 土日祝日の活動時間は概ね何時から何時までですか
クラブ数

活 動 開 始 時 刻

活動時間 ～ 8:59 9:00～ 11:59 12:00～ 15:59 16:00～ 19:59
３時間未満 ５９(14.0%) ８４(19.8%) ４３(10.3%) ５２(12.1%)
３時間以上 ３３(7.9%) ５３(12.4%) ４４(10.3%) ８(1.9%)
４時間以上 １７(4,0%) １３(3.0%) １７(4.0%) ２(0.5%)

１時間
以内
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３時間
以上
0.9%

２～３
時間
44.0%

１～２
時間
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３～４
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２～３
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7



問８ 小学校の何年生から活動していますか

・１年生からが１９３クラブ（４０．０％）、２年生か

らが１３８クラブ(２８．６％)、３年生からが１３

５クラブ（２８．０％)であり、約６割が１・２年生

から活動を始めている。

問９ 普段から学校と連携（連絡）を取りながら活動していますか

・取っているが２４８クラブ（５２．５％）、あまり取

っていないが１７９クラブ(３７．７％)、全く取っ

ていないが４８クラブ（１０．２％）であった。

問１０ 保護者の方は、クラブ活動について協力的ですか

・とても協力的であるが４１９クラブ（８６．９％）、

あまり協力的でないが３０クラブ（６．２％）、全

く協力的でないが２クラブ（０．４％）であり、保

護者の多くは指導者に協力的であった。

問１１ 学校や保護者からクラブ活動について何か言われたことはありますか

・礼儀等生活態度がよくなったと褒められたが１３２クラ

ブ（３２．８％）、子どもが疲れすぎていると言われた

が１５クラブ（３．７％）、その他であったが、何も言

われたことがないが２０１クラブ（５０．０％）であっ

た。

・具体的には、次のとおりであった。
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【良い面】 ・積極的になった。

学 ・挨拶が良い。

校 ・成績も上がり、とても頑張っている。

か 【良くない面】 ・土日のどちらかを休みにしてほしい。

ら ・土日試合があった次の月曜日に勉強に身が入らない。

・会場の後始末、ごみの片づけが出来ていない。

・新型インフルエンザの対応について。

【良い面】 ・体力がついた。

・礼儀が良くなった。

・よく走るようになった。元気になった。

保 ・家庭内で手伝いをするようになった。

護 ・我慢強くなった。いじめられなくなった。

者 【良くない面】 ・指導の仕方がきついと感じる時がある。

か ・試合に勝たせてほしい。

ら ・しっかり指導してほしい。

・礼儀、しつけをきちんとさせてほしい。

・終わる時間を守ってほしい。

・少し帰宅の時間が遅い。

問１２ 日頃、子どもに対してどのように指導していますか

・平等に指導しているが４２７人（９０．１％）で

最も多く、その他で時期、大会前、レベルに合わ

せて練習メニューを変えているという意見もあっ

た。

問１３ 日頃、指導者の資質の向上のために研修会などに参加していますか

・毎年鳥取県体育協会主催の研修会に参加しているが

８１人（１７．８％）、独自で研修しているが１８

０人（３９．６％）、認定研修会を受けたのみであ

るが９２人（２０．２％）、特にしていないが１０

２人（２２．４％）であり、定期的に研修している

指導者は少なかった。
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問１４ 小学校のスポーツ活動であなたのクラブが最も目指しているものは

・礼儀や奉仕活動等含めた青少年健全育成の理念に基

づいた活動が２３１クラブ（４９．７％）、スポーツ

の楽しさを教えることが１３９クラブ（２９．９％）、

スポーツ技術の向上が４４クラブ（９．５％）、大会

での優勝が１０クラブ（２．２％）、その他では、ス

ポーツの楽しさを覚え、それを続けることを主眼に

おいている、感謝の気持ちと相手を大切にすること

等の意見もあった。

問１５ 鳥取県スポーツ少年団に加入していますか

・入っているが２４２クラブ（５３．５％）、入ってい

ないが２１０クラブ（４６．５％）であった。

問１６ 加入されない理由は

・入らなくても試合に出場できるが６８人（３３．３％）、

入るメリットがないが４４ 人（２１．６％）で、多

い理由であった。

問１７ 平成１２年に「鳥取県スポーツ振興審議会」から小学生スポーツ活動日数・

活動時間について指針が出ていますが、ご存知ですか

・「知らない」が２５５人（５５．４％）で５割を超え

ている。「知らない」と「聞いた覚えがある」を加え

ると、３８９人（８４．５％）と９割近い。
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は い
53.5%

その他
39.7%

入らなく
ても試
合に出
場でき
る
33.3%

入るメ
リットが
ない
21.6%

スポー
ツ少年
団の理
念に合
わない
2.9%

登録料
が高い
2.5%

知らな
い
55.4%

聞いた
覚えが
ある
29.1%

知って
いる
15.4%
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≪ 保 護 者 用 調 査 の 結 果 ≫

問１～問７は、指導者と同じ質問で同様の回答であり、省略しています。

問８ 活動日・活動時間についてどのようにお考えですか

・適当であるが４７５人（８９．２％）で、大半で

あり、短すぎるが３１人（５．８％）、長すぎる

が１２人（２．３％）であった。

○理由は

（適 当）・１時間半で適当だと思う。集中できる範囲。足りなければ自主的に身体を動か

す。

・アップ⇒練習⇒ゲーム又はアップ⇒ゲーム⇒練習の流れで２時間ぐらいが適当

だと思う。

（短 い）・大会の試合で勝利するための技術を身につける時間が少ないと思う。

・試合前などは、時間が長くなってもいいのではないか。

（長 い）・もう少し短くていいような、学習が出来なくなる。子どもの健全な発育及び学

業への影響がある。

・小学生にとって、集中できる時間はそれほど長くない。

・練習時間が長いと集中力がなくなり、だらだらするとケガ、物損事故が多くな

る。

（その他）・指導者の時間帯で活動するため、時間がどうしても遅くなる。仕方ないことで

すが、低学年から入部したい子どものネックになっている現状なのが残念に感

じている。

問９ 小学生は何年生から活動していますか

・３年生が１９２人（３６．２％）、２年生が１

４１人（２６．６％）、１年生が１０５人（１

９．８％）、４年生が６７人（１２．６％）の

順で活動を始めていた。

長すぎる
2.3%

短すぎる
5.8%

その他
2.6%

適当で
ある
89.2%

５年生
3.8%

４年生
12.6%

６年生
1.1%

１年生
19.8%

３年生
36.2%

２年生
26.6%
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問１０ 個人の年間の負担金額はどのくらいですか

・１～３万円が２４３人（４６．６％）と最も多

く、次いで１万円以下が２２５人（４６．６％）

であり、ほとんどのクラブが３万円以下であっ た

が、中には１０万以上が３人（０．６％）も あっ

た。

問１１ クラブに入ったきっかけは

・本人の希望が４０８人（７６．２％）、親の勧め

が６０人（１１．２％）、友人の勧めが４１人（７．

７％）その他で、兄、姉が入っていたからの順

になっている。

問１２ クラブでの活動の様子はどうですか

・一生懸命しているが３７８人(７０．９％)、楽

しそうであるが１２６人(２３．６％)、大変そ う

であるが３人（０．６％）、あまり積極的では ない

が２３人（４．３％）であった。

問１３ 小学生のスポーツ活動にあなたが

最も求めているものは

・礼儀や奉仕活動などを含めた青少年健全育成の理

念に基づいた活動が２８６人（５５．６％）、スポ

ーツの楽しさを教えること１１６人（２２．６％）、

コミニュケーション能力の向上が４９人（９．５

％）であり、スポーツ技術の向上や大会での優勝

は少数であった。

５～１０
万円
3.4%

３～５
万円
6.4%

１０万円
以上
0.6%

１万円
以下
43.2%１～３

万円
46.6%

友人の
勧め
7.7%

指導者
の勧め
1.5%

その他
3.5%

親の
勧め
11.2%

本人の
希望
76.2%

大変そう
である
0.6%

楽しそう
である
23.6%

あまり積
極的では
ない
4.3%

その他
0.6%

一生懸命
活動
している
70.9%

スポーツ
技術の向
上
8.9%

大会で
の優勝
0.8%

コミュニ
ケーショ
ン能力の
向上
9.5%

スポーツ
の楽しさ
を教える
こと
22.6%

その他
2%

礼儀や奉
仕活動な
ど含めた
青少年健
全育成の
理念に基
づいた活
動
55.6%
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問１４ 学校から子どもの活動について何か言われたことはありますか

・礼儀等生活態度が良くなったと褒められたが８７人

（１７．８％）、子どもが疲れすぎていると言われ

たが１９人（３．９％）、その他に試合など校長先

生が見に来て激励、お褒めの言葉をもらったことが

ある、大会の報告をして、担任先生に声をかけても

らった、体調管理のアドバイス、クラブで疲れるの

か宿題を忘れることがあった。

・一方で、何も言われたことがないが、７割近くあっ

た。

問１５ 学校や地域の行事と子どものスポーツクラブの活動が重なった場合、どうさ

れますか

・学校や地域の行事を優先するが２５６人（４９．

８％）で約５割であり、練習であれば学校や地域

の行事に参加させるが１７４人（３３．９％）の

考えを考慮すれば、試合等の場合は、クラブの活

動を優先する考えが約半数であった。

・また、子どもの判断に任せるが３５人（６．８％）

あった。

問１６ 今後もクラブ活動を続けさせたいと思いますか

・続けさせるが４１８人（７８．７％）で大半であ

り、子どもの自主性に任せるが１０６人（２０．

１％）であった。

○理由は

（思 う） ・楽しんでいるし、運動することはいいことだから。

・クラブ活動により、集団生活を学び良い友達を作ってほしい。

・最後まで続けてほしい。

(思わない) ・負けて悔しい勝ちたいと感じる心をもっていなければ続けている意味がなく、

それならばやめて他に頑張れると思えることを見つけてほしい。

（自主性） ・親の意見を押し付けても本人がすることなので、アドバイスをしながらしてい

きたい。

・無理やりさせることはない、子どもの意思に任せる。

その他
10.5%

何も言わ
れたこと
はない
67.8%

礼儀等生
活態度が
よくなっ
たと褒め
られた
17.8%

子供が疲
れすぎて
いると言
われた
3.9%

スポーツ
クラブを
優先
する
2.1%

その他
7.4%

学校や
地域の
行事
を優先
する
49.8%

練習であ
れば学
校や地
域の行
事に参
加させる
33.9%

子供の
判断に
任せる
6.8%

子供の
自主性
に任
せる
20.1%

思 う
78.7%

その他
1.3%
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問１７ 子どもに対しての普段の態度はどうですか（指導者について）

・平等に接しているが４７９人（９３．４％）で

大半であり、主力を重点にが３３人（６．４％）

であった。

問１８ 日頃、指導者に対してどのように感じていますか

・非常に熱心であるが２８６人（５７．４％）、感

謝しているが２００人(４０．２％)と大半が好

意的であり、あまり熱心ではない、あまり良く

思っていないが３人（０．６％）とごくわずか

であった。

平等に
接して
いる
93.4%

苦手な
子を重点
的に
0.2%

主力を
重点に
6.4%

あまり熱
心では
ない
0.6%

あまりよく
思って
いない
0.6%

その他
1.2%

感謝し
ている
40.2%

非常に熱
心で
ある
57.4%
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